
「環境を軸としたダイバーシティ」をテーマに、「ダイバーシティと国連持続可能な開

発目標(SDGs)」、「四日市公害の教訓を活かす「四日市学」・気候危機と国連気候変

動枠組み条約締約国会議(COP3・COP21・COP26)」及び「三重大学の取組・日中韓の

大学生の男女共同参画意識調査」について講演。カーボンニュートラルへ社会、循環型

社会、自然共生社会への取組は、持続可能なダイバーシティ社会につながる。

開催日時：令和4年10月4日（火）13:30〜17:30

第5期中部WIN
第5回開催レポート

●トップリーダー講演「環境を軸としたダイバーシティ」
朴 恵淑／国立大学法人三重大学 特命副学長

大橋運輸株式会社は、愛知県瀬戸市に本社を置き、県内2拠点で営業している。業務内

容は自動車部品輸送を中心に引越し、生前整理、遺品整理など。社員数は役員含め99名。

付加価値を人が提供する業種なので、まずは採用力強化を目指すべく、ビジネスモデル

強化、ES（社員満足度）向上、ダイバーシティ、チーム力向上に注力した。全ての人に

無限の可能性があり、未来の可能性を信じることを意識している。ダイバーシティのポ

イントは、担当者だけでなく経営層も含むチームによって取り組むこと。社内浸透に関

しては中小企業の方が有利だと思うので、もっと中小企業に関心を持ってほしい。

●トップリーダー講演「ダイバーシティと健康経営を通じた働きやすい職場へ」
鍋嶋 洋行／大橋運輸株式会社 代表取締役

●グループワーク

講義後、各グループに分かれグループディスカッションを行った。


